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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　流体を圧縮する圧縮機構（20）の吐出口（29）にリード弁（41）と該リード弁（41）
の弁押さえ（42）が設けられた圧縮機であって、
　　上記弁押さえ（42）は、リード弁（41）の固定部（41a）を固定する弁固定部（42a）
と、リード弁（41）の弁部（41b）のリフト量を規制する湾曲したガイド部（42b）とを備
え、
　　上記弁押さえ（42）は、リード弁（41）の開閉状態が変動するように、上記弁固定部
（42a）の少なくとも一部が外部入力によって形状が変化する変形部材（50）で構成され
、
　　上記弁固定部（42a）の変形部材（50）は、リード弁（41）の固定長さを変化させる
ように長さが伸縮してリード弁（41）の剛性を変化させる
ことを特徴とする圧縮機。
【請求項２】
　　請求項１において、
　　上記弁押さえ（42）は、リード弁（41）の開閉状態が変動するように、上記ガイド部
（42b）の少なくとも一部が外部入力によって形状が変化する変形部材（50）で構成され
、
　　上記ガイド部（42b）の変形部材（50）は、湾曲度を変化させるように撓み量が変化
してリード弁（41）の弁部（41b）のリフト量を変化させる
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ことを特徴とする圧縮機。
【請求項３】
　　請求項１または２において、
　　上記変形部材（50）は、高分子アクチュエータで構成されている
ことを特徴とする圧縮機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、圧縮機に関し、特に、吐出圧力損失の低減対策に係るものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、圧縮機は、例えば空気調和装置などに設けられて冷媒回路の冷媒を圧縮する
のに用いられている。この種の圧縮機としては、例えば、密閉型のケーシング内に圧縮機
構と該圧縮機構を駆動する電動機とが収納された回転式圧縮機が知られている。
【０００３】
　上記圧縮機構では、電動機を駆動すると、シリンダ室でピストンが旋回運動を行う。こ
の旋回運動に伴い、低圧の冷媒が吸入口から吸入室に吸い込まれると共に、圧縮室では冷
媒が圧縮されて高圧となり、吐出口よりケーシング内へ吐出される。
【０００４】
　上記吐出口には、一般にリード弁と該リード弁の弁押さえとが設けられている。上記リ
ード弁は、圧縮室が所定値以上の高圧になると、先端側の弁体が撓んで吐出口を開く動作
を行う一方、圧縮室からケーシング内に冷媒が吐出されると、リード弁自身が持つバネ力
によって吐出口を閉じる動作を行う。一方、上記弁押さえは、基端側でリード弁を固定す
ると共に、先端側ではリード弁の弁体の撓み量（リフト量）を規制している。
【０００５】
　ところで、上記圧縮機において、特に高速運転時では、リード弁が大きく撓み、つまり
リード弁のリフト量が大きくなるため、圧縮室が高圧から低圧に切り換わっても直ぐには
閉じない、いわゆる閉じ遅れが生じる。これにより、ケーシング内から圧縮室に高圧の冷
媒が逆流して体積効率が低下するおそれがあるという問題があった。　
【０００６】
　そこで、上述した問題に対して、弁押さえの先端側の一部をバイメタルで形成したもの
が提案されている（例えば、特許文献１参照）。具体的に、上記弁押さえは、先端側のリ
ード弁とは反対側の面がバイメタルで形成されている。この圧縮機では、高速運転になる
に従って冷媒の吐出温度が上昇する。上記バイメタルは、吐出温度の上昇に伴い、吐出口
より遠ざかる方向に反るように構成されている。これにより、弁押さえによるリード弁の
支持状態が変化し、リード弁のバネ常数（バネ力）が増大するので、閉じ始めのタイミン
グが早くなる。この結果、高速運転時におけるリード弁の閉じ遅れが抑制される。
【特許文献１】実開昭６１－１３８８８１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上述した特許文献１の圧縮機においては、弁押さえの変形が吐出温度の
変化のみに依存しているので、確実性に欠けるという問題があった。また、吐出流量に応
じたリード弁のリフト量調整が困難であるため、吐出圧力損失が生じるおそれがあるとい
う問題があった。以上のことから、リード弁の開閉状態を容量に応じて適切に変化させる
ことが切に望まれていた。
【０００８】
　本発明は、斯かる点に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、容量に応
じてリード弁の開閉状態を適切に制御し、運転効率の向上を図ることである。
【課題を解決するための手段】
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【０００９】
　具体的に、第１の発明は、流体を圧縮する圧縮機構（20）の吐出口（29）にリード弁（
41）と該リード弁（41）の弁押さえ（42）が設けられた圧縮機を前提としている。そして
、上記弁押さえ（42）は、リード弁（41）の固定部（41a）を固定する弁固定部（42a）と
、リード弁（41）の弁部（41b）のリフト量を規制する湾曲したガイド部（42b）とを備え
ている。上記弁押さえ（42）は、リード弁（41）の開閉状態が変動するように、上記弁固
定部（42a）の少なくとも一部が外部入力によって形状が変化する変形部材（50）で構成
されている。上記弁固定部（42a）の変形部材（50）は、リード弁（41）の固定長さを変
化させるように長さが伸縮してリード弁（41）の剛性を変化させる。
【００１０】
　上記の発明では、変形部材（50）の形状変化を制御することによってリード弁（41）の
開閉状態が運転速度（容量）に応じて適切に変動する。
【００１１】
　また、上記変形部材（50）の形状変化によってリード弁（41）の剛性を変化させると、
リード弁（41）が吐出流量に適した開閉力に設定される。これにより、リード弁（41）の
開閉における応答性が向上し、いわゆる閉じ遅れなどが抑制される。これらの結果、運転
効率が向上する。
【００１２】
　また、上記の発明では、弁押さえ（42）における弁固定部（42a）の変形部材（50）を
形状変化させることにより、少なくともリード弁（41）の剛性が変化してリード弁（41）
の開閉状態が確実に変動する。
【００１３】
　また、上記の発明では、変形部材（50）を伸縮させてリード弁（41）の固定長さを変化
させることによってリード弁（41）の剛性が変化する。
【００１４】
　また、第２の発明は、上記第１の発明において、上記弁押さえ（42）は、リード弁（41
）の開閉状態が変動するように、上記ガイド部（42b）の少なくとも一部が外部入力によ
って形状が変化する変形部材（50）で構成されている。上記ガイド部（42b）の変形部材
（50）は、湾曲度を変化させるように撓み量が変化してリード弁（41）の弁部（41b）の
リフト量を変化させる。
【００１５】
　上記の発明では、弁押さえ（42）におけるガイド部（42b）の変形部材（50）を形状変
化させることにより、少なくともリード弁（41）の弁部（41b）のリフト量が変化してリ
ード弁（41）の開閉状態が確実に変動する。
【００１６】
　また、上記の発明では、変形部材（50）の撓み量を変化させてガイド部（42b）の湾曲
度を変化させることによってリード弁（41）の弁部（41b）のリフト量が変化する。
【００１７】
　また、第３の発明は、上記第１または第２の発明において、上記変形部材（50）が高分
子アクチュエータで構成されている。
【００１８】
　上記の発明では、変形部材（50）を高分子アクチュエータ（50）で構成しているので、
リード弁（41）の開閉状態が確実に変動する。
【発明の効果】
【００１９】
　したがって、第１の発明によれば、弁押さえ（42）の少なくとも一部を変形部材（50）
で構成してリード弁（41）の開閉状態を変動させるようにしたために、変形部材（50）の
形状変化を低速から高速に亘って制御することができ、リード弁（41）の開閉状態、応答
性を運転速度に応じて適切に制御することができる。これにより、応答性に起因する開閉
遅れを抑制することができる。この結果、運転効率の向上を図ることができる。
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【００２０】
　また、変形部材（50）を変形させるのみでリード弁（41）の開閉状態を変動させること
ができるので、変形動力が小さく、運転効率の向上をより一層図ることができる。
【００２１】
　また、第１の発明によれば、弁押さえ（42）における弁固定部（42a）の少なくとも一
部を変形部材（50）で構成してリード弁（41）の剛性を変化させるようにしたので、少な
くともリード弁（41）の剛性、つまり開閉力を運転速度に応じて適切に且つ確実に制御す
ることができる。これにより、高速運転の場合には、開閉力の増大によって閉じ始めの応
答性を向上させることができ、低速運転の場合には、開閉力の減少によって開き始めの応
答性を向上させることができる。この結果、リード弁（41）におけるいわゆる閉じ遅れや
開き遅れを抑制でき、効率の向上を図ることができる。
【００２２】
　また、第１の発明によれば、変形部材（50）を伸縮させてリード弁（41）の固定長さを
変化させるようにしたので、リード弁（41）の剛性を確実に変化させることができる。
【００２３】
　また、第２の発明によれば、弁押さえ（42）におけるガイド部（42b）の少なくとも一
部を変形部材（50）で構成してリード弁（41）の弁部（41b）のリフト量を変化させるよ
うにしたので、少なくともリード弁（41）のリフト量を運転速度に応じて適切に且つ確実
に制御することができる。これにより、吐出圧力損失を確実に低減することができる。
【００２４】
　また、低速運転時においても、従来の高速運転時と同様に、吐出の際にリード弁（41）
の弁部（41b）を弁押さえ（42）に確実に接触させて支持することができるので、リード
弁（41）の振動を抑制することができる。これにより、リード弁（41）の挙動を安定させ
ることができ、機器に優しい運転を行うことができる。
【００２５】
　また、第２の発明によれば、変形部材（50）の撓み量を変化させて弁押さえ（42）にお
けるガイド部（42b）の湾曲度を変化させるようにしたので、リード弁（41）のリフト量
を確実に変化させることができる。
【００２６】
　また、第３の発明によれば、変形部材（50）を高分子アクチュエータ（50）で構成する
ようにしたので、リード弁（41）の開閉状態を確実に変動させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて詳細に説明する。
【００２８】
　《発明の実施形態》
　本実施形態の圧縮機は、図１および図２に示すように、いわゆる回転ピストン型のロー
タリー圧縮機（1）で構成されている（以下、単に「圧縮機」という）。この圧縮機（1）
は、ドーム型のケーシング（10）内に、圧縮機構（20）と該圧縮機構（20）を駆動する電
動機（30）とが収納され、全密閉型に構成されている。また、この圧縮機（1）は、電動
機（30）がインバータ制御されて容量が段階的または連続的に可変となる可変容量型の圧
縮機に構成されている。そして、この圧縮機（1）は、電動機（30）によって圧縮機構（2
0）を駆動することにより、例えば、冷媒を吸入、圧縮した後に吐出して冷媒回路内で循
環させるものである。
【００２９】
　上記ケーシング（10）の下部には、吸入管（14）が設けられ、上部には、吐出管（15）
が設けられている。
【００３０】
　上記圧縮機構（20）は、シリンダ（21）と、フロントヘッド（22）と、リヤヘッド（23
）と、ピストン（24）とを備え、シリンダ（21）の上端にフロントヘッド（22）が、下端
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にリヤヘッド（23）が固定されている。
【００３１】
　上記シリンダ（21）は、厚肉の円筒状に形成されている。そして、上記シリンダ（21）
の内周面とフロントヘッド（22）の下端面とリヤヘッド（23）の上端面との間には、円柱
状のシリンダ室（25）が区画形成されている。このシリンダ室（25）は、該シリンダ室（
25）内でピストン（24）が回転動作をするように構成されている。
【００３２】
　上記電動機（30）は、ステータ（31）とロータ（32）とを備えている。上記ロータ（32
）には、駆動軸（33）が連結されている。この駆動軸（33）は、ケーシング（10）内の中
心を通り、且つシリンダ室（25）を上下方向に貫通している。上記フロントヘッド（22）
およびリヤヘッド（23）には、駆動軸（33）を支持するための軸受部（22a,23a）がそれ
ぞれ形成されている。
【００３３】
　上記駆動軸（33）は、本体部（33b）と、シリンダ室（25）に位置する偏心部（33a）と
によって構成されている。この偏心部（33a）は、本体部（33b）よりも大径に形成され、
駆動軸（33）の回転中心から所定量偏心している。そして、この偏心部（33a）には、圧
縮機構（20）のピストン（24）が装着されている。図２に示すように、このピストン（24
）は、円環状に形成され、その外周面がシリンダ（21）の内周面と実質的に一点で接触す
るように形成されている。
【００３４】
　上記シリンダ（21）には、該シリンダ（21）の径方向に沿ってブレード溝（21a）が形
成されている。このブレード溝（21a）には、長方形の板状に形成されたブレード（26）
がシリンダ（21）の径方向へ摺動可能に装着されている。上記ブレード（26）は、ブレー
ド溝（21a）内に設けられたスプリング（27）によって径方向内方へ付勢され、先端が常
にピストン（24）の外周面に接触している。
【００３５】
　上記ブレード（26）は、シリンダ（21）の内周面とピストン（24）の外周面との間のシ
リンダ室（25）を吸入室（25a）と圧縮室（25b）とに区画している。そして、上記シリン
ダ（21）には、該シリンダ（21）の外周面から内周面へ径方向に貫通し、吸入管（14）と
吸入室（25a）とを連通する吸入口（28）が形成されている。また、上記フロントヘッド
（22）には、駆動軸（33）の軸方向に貫通し、圧縮室（25b）とケーシング（10）内の空
間とを連通する吐出口（29）が形成されている。
【００３６】
　上記フロントヘッド（22）には、吐出口（29）を開閉するための吐出弁機構（40）が設
けられている。なお、上記フロントヘッド（22）には、上面を覆うマフラー（44）が取り
付けられている。
【００３７】
　図３に示すように、上記吐出弁機構（40）は、リード弁（41）と弁押さえ（42）とを備
えている。上記リード弁（41）は、弁押さえ（42）が上方から重ねられ、フロントヘッド
（22）と弁押さえ（42）との間に挟まれている。そして、上記リード弁（41）および弁押
さえ（42）は、基端側で締付ボルト（43）によってフロントヘッド（22）に固定されてい
る。
【００３８】
　上記弁押さえ（42）は、基端側である平板状の弁固定部（42a）と先端側である湾曲し
たガイド部（42b）とを備えている。上記弁固定部（42a）は、リード弁（41）の基端側で
ある固定部（41a）を固定するための部分で、上記ガイド部（42b）は、弁固定部（42a）
に連続形成され、リード弁（41）の先端側である弁部（41b）の撓み量（リフト量）を規
制するための部分である。つまり、上記リード弁（41）は、シリンダ室（25）の圧縮室（
25b）が所定の高圧になると、弁部（41b）が弁押さえ（42）のガイド部（42b）に沿って
撓んで吐出口（29）を開き、高圧のガス冷媒を圧縮室（25b）からケーシング（10）内へ
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吐出する一方、ガス冷媒が吐出されて圧縮室（25b）が低圧になると、リード弁（41）自
身がもつバネ力によって弁部（41b）が吐出口（29）を閉じるように構成されている。
【００３９】
　一方、図４および図５に示すように、上記弁押さえ（42）は、本発明の特徴として、弁
固定部（42a）の一部である端部側が高分子アクチュエータ（50）で構成されている。こ
の高分子アクチュエータ（50）は、電圧などの外部入力によって形状が変化する変形部材
を構成している。
【００４０】
　上記高分子アクチュエータ（50）は、図６に示すように、導電性高分子アクチュエータ
で構成されている。上記高分子アクチュエータ（50）は、電圧印加によって伸縮変形する
性状を有するものである。この高分子アクチュエータ（50）は、例えば、「ポリアニリン
」等の高分子材（51）と電解液（52）とが接触して配置されると共に、高分子材（51）の
外側に電極（53）が設けられ、上記電解液（52）の外側に電極（54）が設けられている。
なお、上記各電極（53,54）の外側は、樹脂膜等によって保護被覆が施されている。上記
各電極（53,54）は、切換スイッチ（56）を介して直流電源（55）が接続されている。上
記高分子アクチュエータ（50）は、切換スイッチ（56）の操作によって各電極（53,54）
の極性を適宜変更し、図５に矢符（白抜き）で示すように、伸縮変形する。
【００４１】
　具体的には、上記電極（53）を「陽極」に、上記電極（54）を「陰極」に設定すると、
上記電解液（52）内の「陰イオン」が上記高分子材（51）に取り込まれ、該高分子材（51
）が膨潤となり、結果的に伸長変形する。逆に、上記電極（53）を「陰極」に、上記電極
（54）を「陽極」に設定すると、上記高分子材（51）に取り込まれていた「陰イオン」が
上記電解液（52）内へ放出され、上記高分子材（51）が縮小する。このように電圧印加の
極性を変更することにより、上記高分子アクチュエータ（50）は、伸長または縮小する。
【００４２】
　上記高分子アクチュエータ（50）は、電圧印加によって伸長または縮小した後、該電圧
印加を停止させても、電圧印加停止前の伸長または縮小状態をそのまま維持する性状を有
する。すなわち、上記高分子アクチュエータ（50）は、伸長または縮小させるときにのみ
電圧を印可すればよい。上記の性状は、例えば、形状記憶合金のように形状復元後もその
復元形状を維持するためには加熱を継続させる必要があるものと、大きく異なる。
【００４３】
　図５に示すように、上記高分子アクチュエータ（50）は、長さが弁押さえ（42）の長さ
方向に伸縮変形することにより、弁固定部（42a）の長さを変化させてリード弁（41）の
固定長さ（A）を変化させる。上記リード弁（41）は、固定長さ（A）が大きくなると、剛
性（バネ力）が増大し、固定長さ（A）が小さくなると、剛性（バネ力）が低下する（図
７参照）。つまり、上記高分子アクチュエータ（50）は、伸縮変形することによってリー
ド弁（41）の剛性（バネ力）を変化させる。なお、図４に示すように、上記弁押さえ（42
）の弁固定部（42a）には、締付ボルト（43）の取付穴である長穴（42c）が形成されてい
る。この長穴（42c）は、高分子アクチュエータ（50）の伸縮によって弁固定部（42a）が
スライド移動自在となるように構成されている。
【００４４】
　例えば、上記高分子アクチュエータ（50）を伸長させると、弁押さえ（42）の弁固定部
（42a）が長くなるに従ってリード弁（41）の固定長さ（A）が大きくなり、リード弁（41
）の剛性が増大する。これにより、リード弁（41）における弁部（41b）の閉じる力が増
大すると共に、閉じる速度が増大することになる。一方、上記高分子アクチュエータ（50
）を縮小させると、弁押さえ（42）の弁固定部（42a）が短くなるに従ってリード弁（41
）の固定長さ（A）が小さくなり、リード弁（41）の剛性が低下する。これにより、リー
ド弁（41）における弁部（41b）の開く力が小さくなると共に、開く速度が増大すること
になる。このように、上記弁押さえ（42）は、高分子アクチュエータ（50）の形状が伸縮
変化することにより、リード弁（41）の開閉状態を変動させる。



(7) JP 4552432 B2 2010.9.29

10

20

30

40

50

【００４５】
　なお、本実施形態では、弁押さえ（42）における弁固定部（42a）の端部側を高分子ア
クチュエータ（50）で構成するようにしたが、弁固定部（42a）の中央部、ガイド部（42b
）側または全体を高分子アクチュエータ（50）で構成するようにしてもよい。すなわち、
上記高分子アクチュエータ（50）は、少なくとも長さが伸縮変化することによってリード
弁（41）の固定長さを変化せしめる範囲であれば、弁固定部（42a）の如何なる箇所に形
成されてもよい。
【００４６】
　　－運転動作－
　次に、上述した圧縮機（1）の運転動作について説明する。
【００４７】
　まず、上記電動機（30）に通電すると、ロータ（32）が回転し、該ロータ（32）の回転
が駆動軸（33）を介して圧縮機構（20）のピストン（24）に伝達される。これによって、
上記圧縮機構（20）が所定の圧縮動作を行う。
【００４８】
　具体的に、図２を参照しながら圧縮機構（20）の圧縮動作について説明する。上記ピス
トン（24）が電動機（30）の駆動によって図の右回り（時計回り）に回転すると、その回
転に従って吸入室（25a）の容積が拡大し、該吸入室（25a）に低圧の冷媒が吸入口（28）
を介して吸入される。この吸入室（25a）への冷媒の吸入は、ピストン（24）がシリンダ
室（25）を回転して再び吸入口（28）のすぐ右側でシリンダ（21）とピストン（24）とが
接触する状態となるまで続く。
【００４９】
　上記のように、ピストン（24）が１回転して冷媒の吸入が終了すると、冷媒が圧縮され
る圧縮室（25b）が形成される。なお、この圧縮室（25b）の隣には、新たな吸入室（25a
）が形成され、該吸入室（25a）への冷媒の吸入が繰り返される。上記圧縮室（25b）の冷
媒は、ピストン（24）の回転に伴って圧縮室（25b）の容積が減少することにより、圧縮
される。この冷媒は、所定の高圧になると、リード弁（41）の弁部（41b）が撓んで開き
、圧縮室（25b）から吐出口（29）を介してケーシング（10）内に吐出される。そして、
上記高圧の冷媒が吐出されて圧縮室（25b）が低圧になると、リード弁（41）の弁部（41b
）が自身の剛性（バネ力）によって吐出口（29）を閉じる。このように、冷媒の吸入、圧
縮および吐出が繰り返される。
【００５０】
　ここで、例えば高速運転時においては、吐出流量が多いため、リード弁（41）の弁部（
41b）のリフト量（撓み量）が増大する。その場合、上記高分子アクチュエータ（50）を
伸長させると、リード弁（41）の剛性が増大し、リード弁（41）における弁部（41b）の
閉じる力が増大すると共に、閉じる速度が増大する。これにより、冷媒の吐出が完了して
圧縮室（25b）が高圧から低圧に切り換わると直ぐに弁部（41b）が閉じ始め、早く吐出口
（29）を閉じる。つまり、上記リード弁（41）の閉じ始めの応答性が向上する。これによ
り、いわゆるリード弁（41）の閉じ遅れを抑制することができ、ケーシング（10）内の高
圧の冷媒が圧縮室（25b）に逆流するのを防止することができる。なお、上記リード弁（4
1）の開き始めについては、冷媒が高速流で、冷媒のもつエネルギーが大きいため、リー
ド弁（41）の剛性が増大しても、十分な応答性が確保される。
【００５１】
　一方、低速運転時においては、吐出流量が少ないため、冷媒自体がもつエネルギーが小
さくなる。その場合、上記高分子アクチュエータ（50）を縮小させると、リード弁（41）
の剛性が低下し、リード弁（41）における弁部（41b）の開く力が小さくなると共に、開
く速度が増大する。これにより、冷媒のもつエネルギーが小さくても、圧縮室（25b）が
所定の高圧になると直ぐに弁部（41b）が開き始め、早く所定のリフト量開く。つまり、
上記リード弁（41）の開き始めの応答性が向上する。この結果、吐出圧力損失を低減する
ことができる。なお、上記リード弁（41）の閉じ始めについては、冷媒が低速流で、冷媒
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のもつエネルギーが小さいため、リード弁（41）の剛性が低下しも、十分な応答性が確保
される。
【００５２】
　このように、上記高分子アクチュエータ（50）が運転速度（容量）に応じて伸縮変化す
ることにより、リード弁（41）の開閉力が適切に制御され、リード弁（41）開閉の応答性
が向上する。つまり、上記高分子アクチュエータ（50）がリード弁（41）を運転速度に応
じた適切な開閉状態に制御する。
【００５３】
　　－実施形態の効果－
　以上説明したように、本実施形態によれば、リード弁（41）の開閉状態を変動させるよ
うに弁押さえ（42）における弁固定部（42a）の一部を高分子アクチュエータ（50）で構
成してリード弁（41）の剛性を変化させるようにしたために、リード弁（41）の開閉力を
制御してリード弁（41）開閉の応答性を向上させることができる。これにより、高速運転
では、リード弁（41）の閉じ始めの応答性を向上させて閉じ遅れを抑制することができる
。一方、低速運転では、リード弁（41）の開き始めの応答性を向上させて吐出圧力損失を
低減することができる。これらの結果、運転効率の向上を図ることができる。
【００５４】
　特に、上記リード弁（41）の剛性を低速から高速に亘って変化させることができるので
、リード弁（41）開閉の応答性を多段階に容易に制御することができる。
【００５５】
　また、上記高分子アクチュエータ（50）を伸縮変形させるのみでリード弁（41）の固定
長さを変化させ、リード弁（41）の剛性を変化させることができるので、変形動力が小さ
く、効率の向上をより一層図ることができる。
【００５６】
　《発明の参考形態》
　次に、本発明の参考形態を図面に基づいて説明する。
【００５７】
　本参考形態は、図８および図９に示すように、上記実施形態が高分子アクチュエータ（
50）を弁押さえ（42）の弁固定部（42a）に形成するようにしたのに代えて、弁押さえ（4
2）のガイド部（42b）に形成するようにしたものである。
【００５８】
　上記弁押さえ（42）は、ガイド部（42b）の全体が高分子アクチュエータ（50）で構成
されている。この高分子アクチュエータ（50）は、図１０に示すように、上記実施形態の
場合とは異なり、イオン伝導アクチュエータで構成されている。
【００５９】
　上記高分子アクチュエータ（50）は、電圧印加によって撓曲変形する性状を有するもの
であり、含水高分子電解質（57）の両面に電極（53,54）が設けられている。なお、上記
各電極（53,54）の外側は、樹脂膜等によって保護被覆が施されている。上記各電極（53,
54）は、切換スイッチ（56）を介して直流電源（55）が接続されている。上記高分子アク
チュエータ（50）は、切換スイッチ（56）の操作によって各電極（53,54）の極性を適宜
変更し、図９に矢符（白抜き）で示すように、撓曲変形する。
【００６０】
　具体的には、図１０の（ａ）に示すように、上記電極（53）を「陰極」に、上記電極（
54）を「陽極」に設定すると、上記含水高分子電解質（57）内の「陽イオン」が水を伴っ
て「陰極」側へ移動し、含水量が「陰極」側に偏在し、「陰極」側と「陽極」側との間に
膨潤差が生じて上記高分子アクチュエータ（50）が「陰極」側、つまり上記電極（53）側
へ凸に撓曲変形する。逆に、図１０の（ｂ）に示すように、上記電極（53）を「陽極」に
、上記電極（54）を「陰極」に設定すると、上記含水高分子電解質（57）内の「陽イオン
」が水を伴って「陰極」側へ移動し、上記高分子アクチュエータ（50）が「陰極」側、つ
まり上記電極（54）側へ凸に撓曲変形する。このように電圧印加の極性を変更することに
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より、上記高分子アクチュエータ（50）は、撓曲する。
【００６１】
　上記高分子アクチュエータ（50）は、上記実施形態の場合と同様に、電圧印加によって
所定側へ撓曲した後、該電圧印加を停止させても、電圧印加停止前の撓曲状態をそのまま
維持する性状を有する。すなわち、上記高分子アクチュエータ（50）は、撓曲させるとき
にのみ電圧を印可すればよい。なお、上記高分子アクチュエータ（50）は、何れの側に撓
曲変形するときも共に所要の変形力を発生する性状を有する。
【００６２】
　図９に示すように、上記高分子アクチュエータ（50）は、撓曲変形における撓み量を変
化させることにより、ガイド部（42b）の湾曲度を変化させてリード弁（41）の弁部（41b
）のリフト量（B）を変化させる。つまり、上記高分子アクチュエータ（50）は、撓曲変
形することによってリード弁（41）の許容リフト量を調整する。
【００６３】
　例えば、上記高分子アクチュエータ（50）の撓み量を増大させると、弁押さえ（42）の
ガイド部（42b）の湾曲度が大きくなり、つまりガイド部（42b）が吐出口（29）から離隔
する方向に変形する。これにより、リード弁（41）における弁部（41b）の撓み度が増大
し、リード弁（41）の許容されるリフト量（B）が増大することになる。逆に、上記高分
子アクチュエータ（50）の撓み量を低減させると、弁押さえ（42）のガイド部（42b）の
湾曲度が小さくなり、つまりガイド部（42b）が吐出口（29）に接近する方向に変形する
。これにより、リード弁（41）の許容されるリフト量（B）が減少することになる。この
ように、上記弁押さえ（42）は、高分子アクチュエータ（50）の形状が撓曲変化すること
により、リード弁（41）の開閉状態を変動させる。
【００６４】
　上記の構成において、例えば高速運転の場合、高分子アクチュエータ（50）の撓み量を
増大させると、リード弁（41）の許容リフト量が増大し、吐出流量に応じた流路面積が確
保される。これにより、吐出流量が増大しても、吐出される冷媒の流通抵抗が抑制され、
吐出圧力損失を低減することができる。この結果、運転効率の向上を図ることができる。
【００６５】
　一方、低速運転の場合、上記高分子アクチュエータ（50）の撓み量を低減させると、リ
ード弁（41）の許容リフト量が減少し、冷媒の吐出時にリード弁（41）の弁部（41b）が
ガイド部（42b）に確実に接触して支持される。これにより、吐出流量が減少してリード
弁（41）のリフト量が小さくなっても、リード弁（41）の弁部（41b）が冷媒の流通によ
って振動することがないので、リード弁（41）の挙動が安定する。この結果、騒音の低減
を図ることができると共に、機器に優しい運転を行うことができる。
【００６６】
　このように、上記高分子アクチュエータ（50）の撓み量を運転速度（容量）に応じて調
整することにより、リード弁（41）のリフト量が適切に制御される。つまり、上記高分子
アクチュエータ（50）の撓曲変化により、リード弁（41）が運転速度に応じた適切な開閉
状態に制御される。その他の構造、作用および効果は、実施形態と同様である。
【００６７】
　なお、本参考形態では、弁押さえ（42）におけるガイド部（42b）の全体を高分子アク
チュエータ（50）で構成するようにしたが、ガイド部（42b）の一部を高分子アクチュエ
ータ（50）で構成するようにしてもよい。すなわち、上記高分子アクチュエータ（50）は
、少なくとも撓み量が変化することによってガイド部（42b）の湾曲度を変化せしめる範
囲であれば、ガイド部（42b）の如何なる箇所に形成されてもよい。
【００６８】
　《その他の実施形態》
　本発明は、上記実施形態について、以下のような構成としてもよい。
【００６９】
　例えば、上記実施形態では、いわゆる回転ピストン型の圧縮機（1）について説明した
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要するに、作用室である圧縮室（25b）の吐出口（29）にリード弁（41）および弁押さえ
（42）が設けられた圧縮機であればよい。
【００７０】
　また、上記実施形態は、高分子アクチュエータ（50）を弁押さえ（42）の弁固定部（42
a）のみに設けるようにしたが、本発明は、弁押さえ（42）の弁固定部（42a）およびガイ
ド部（42b）の双方に設けるようにしてもよい。つまり、上記弁固定部（42a）側とガイド
部（42b）側の各高分子アクチュエータ（50）を個別に制御して形状を変化させることに
より、リード弁（41）の剛性とリフト量とを同時に制御するようにしてもよい。この場合
、運転速度に応じて多様な制御が可能となり、運転効率の向上を図ることができる。
【００７１】
　また、上記実施形態は、高分子アクチュエータ（50）の伸縮変化によってリード弁（41
）の固定長さを変化させるようにしたが、これに限らず、リード弁（41）の剛性を変化さ
せる手段であれば、高分子アクチュエータ（50）によって弁固定部（42a）をどのように
変化させてもよい。
【００７２】
　また、上記実施形態は、変形部材を高分子アクチュエータ（50）で構成したが、本発明
は、電圧などの外部入力によって変形するアクチュエータであればよい。
【産業上の利用可能性】
【００７３】
　以上説明したように、本発明は、各種流体を圧縮する圧縮機として有用である。
【図面の簡単な説明】
【００７４】
【図１】実施形態に係るロータリー圧縮機を示す断面構造図である。
【図２】実施形態に係る圧縮機構を示す横断面図である。
【図３】実施形態に係る吐出弁機構を示す拡大断面図である。
【図４】実施形態に係る弁押さえを示す模式的な構成図であり、(ａ)および(ｂ)は、側面
図および平面図を示すものである。
【図５】実施形態に係るリード弁および弁押さえを示す斜視図である。
【図６】実施形態に係る高分子アクチュエータを示す要部の構成図である。
【図７】リード弁における固定長さと剛性との関係を示すグラフである。
【図８】参考形態に係る弁押さえを示す模式的な構成図であり、(ａ)および(ｂ)は、側面
図および平面図を示すものである。
【図９】参考形態に係るリード弁および弁押さえを示す斜視図である。
【図１０】参考形態に係る高分子アクチュエータを示す要部の構成図である。
【符号の説明】
【００７５】
1　　　　圧縮機（ロータリー圧縮機）
20　　　 圧縮機構
29 　　　吐出口
41　　　 リード弁
41a 　　 固定部
41b　　　弁部
42　　　 弁押さえ
42a 　　 弁固定部
42b 　　 ガイド部
50　　　 高分子アクチュエータ（変形部材）
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【図９】 【図１０】
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